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Ａ 「生きる力」をより具体化し，教育課程全体を通して育成を目

指す資質・能力を， 

ア 何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・   

技能」の習得） 

イ 理解していること・できることをどう使うか（未知の状況に

も対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成） 

ウ どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学び

を人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」

の涵養） 

の三つの柱に整理するとともに，各教科等の目標や内容について

も，この三つの柱に基づく再整理を図るように示された。 
（特支小中学習指導要領解説総則編 第１編第１章第２節１②）を基に作成          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文部科学省（令和２年４月）「特別支援学校小学部・中学部学習評価参考資料」 第１編第１章３） 

 

 

 

 
資質・能力の三つの柱の育成が，バランスよく実現できるよう留意する必要が

あります。各教科の具体的な資質・能力については，学習指導要領に示されてい

る各教科の目標及び内容を確かめましょう。 

Q 育成を目指す資質・能力とは？ 

何を理解しているか 

何ができるか 

理解していること・できる 

ことをどう使うか 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 

どのように社会・世界と関わり， 

よりよい人生を送るか 

学びに向かう力，人間性等 
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Ａ 学習評価は，学校における教育活動に関し，児童生徒の学習状

況を評価するものである。 

 

「児童生徒にどういった力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え，教師が指導の改善を図

るとともに，児童生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるようにするために

も，学習評価の在り方は重要であり，教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性のある取組を進めるこ

とが求められる。 

（特支小中学習指導要領解説総則編 第３編第２章第４節３(1)，           

特支高学習指導要領解説総則編 第２編第２部第１章第４節３(1)）を基に作成 

 

障害のある児童生徒に係る学習評価については，一人一人の児童生徒の障害の状態等に応じた指導と

配慮及び評価を適切に行うことを前提としつつ，特に以下のような観点から改善することが必要である。 

・ 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科においても，文章による記

述という考え方を維持しつつ，観点別の学習状況を踏まえた評価を取り入れることとする。 

（中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会（H31）「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習評価に関する基本的な考え方は，障害のある児童生徒の学習評価につい

ても変わりません。個々の児童生徒の障害の状態等に応じた指導内容や指導方

法の工夫を行い，その評価を適切に行うことが必要です。 

特別の教科 道徳，外国語活動（小学校のみ），総合的な学習の時間，特別活動

についても，学習指導要領で示したそれぞれの目標や特質に応じ，適切に評価

します。 

Q 学習評価とは？ 
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知識・技能 思考・判断・表現 
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学習に取り組む態度 
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Ａ 「育成を目指す資質・能力」を踏まえた授業づくりの実現に向

けて，取り組むべき授業改善の視点である。 
 

主体的な学び 

学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア

形成の方向性と関連付けながら，見通しを持って

粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って

次につなげる「主体的な学び」が実現できているか

という視点。 

対話的な学び 
子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先

哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，自

己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現でき

ているかという視点。 

深い学び 

習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教

科等の特質に応じた「見方・考え方」 を働かせな

がら，知識を相互に関連付けてより深く理解した

り，情報を精査して考えを形成したり，問題を見い

だして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造

したりすることに向かう「深い学び」が実現できて

いるかという視点。 
（特支小中学習指導要領解説総則編 第３編第２章第４節１，                     

特支高学習指導要領解説総則等編 第２編第２部第１章第４節１）を基に作成          

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章で「授業改善の視点（主体的・対話的で深い学び）」（p.2-32～p.2-34）

を提案しています。 

授業づくりをしたり，授業改善をしたりするときに，目の前の児童生徒の実態

に合わせてこの視点を活用してみてください。 

Ｑ 主体的・対話的で深い学びとは？ 

第
１
章 

第
２
章
（
教
科
別
の
指
導
） 

第
３
章 

第
２
章
（
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
） 



          第１章 ○み につけよう！知的障害教育の知識（理論編）           

1-20 

 

 

 

Ａ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めるに

当たり，特に「深い学び」の視点に関して，各教科等の学びの深ま

りの鍵となるのが「見方・考え方」である。各教科等の特質に応じ

た物事を捉える視点や考え方である「見方・考え方」を，習得・活

用・探究という学びの過程の中で働かせることを通じて， より質

の高い深い学びにつなげることが重要である。 
（特支小中学習指導要領解説各教科等編 各教科の解説等に記述）を基に作成         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 見方・考え方とは？ 

特支小中学習指導要領解説各教科等編では，各教科等の「見方・考え方」につい

て記載してあります。それを，次のページ以降にまとめました。（p.1-21～p.1-23） 

「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善を行う際に，参考にしてみて

ください。 
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参考 

各教科等の「見方・考え方」 
（知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校） 

 

生活科「生活に関わる見方・考え方」 

「生活に関わる見方・考え方を生かし」とは，身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで捉え，

よりよい生活に向けて思いや願いを実現しようとすること 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第４章第４節第１の２（１）） 
 

国語科「言葉による見方・考え方」 

「言葉による見方・考え方を働かせ」るとは，児童（生徒）が学習の中で，対象と言葉，言葉と言葉

との関係を，言葉の意味，働き，使い方等に着目して捉えたり問い直したりして，言葉への自覚を高め

ること 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第４章第４節第２の２，第４章第５節第１の２， 

特支高学習指導要領解説知的教科等編（上） 第２編第２部第５章第４節第１の２）    

 

社会科「社会的な見方・考え方」 

社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を考えたり，社会に見られる課題を把握して，その解決

に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする際の「視点や方法（考え方）」である 

「社会的な見方・考え方を働かせ」ることは，視点や方法（考え方）を用いて，調べ，考え，表現し

て，理解したり，学んだことを社会生活に生かそうとしたりすること 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第４章第５節第２の２，        

特支高学習指導要領解説知的教科等編（上） 第２編第５章第４節第２の２） 

 

算数・数学科「数学的な見方・考え方」 

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，根拠を基に筋道を立てて考え，総合的・発

展的に考えること 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第４章第５節第３の２①，第４章第５節第３の２， 

特支高学習指導要領解説知的教科等編（上） 第２編第２部第５章第４節第３の２①）    

 

理科「理科の見方・考え方」 

〔見方〕 「生命」を柱とした区分では，主として多様性と共通性の視点で捉えること 

 「地球・自然」を柱とした区分では，主として時間的・空間的な視点で捉えること 

 「物質・エネルギー」を柱とした区分では，主として質的・実体的な視点で捉えたり，量的・

関係的な視点で捉えたりすること 

〔考え方〕 生徒が問題解決の過程の中で用いる，比較，関係付け，条件制御，多面的に考えることなど                

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第４第５節第４の２，              

特支高学習指導要領解説知的教科等編（上） 第２編第２部第５章第４節第４の２） 
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音楽科「音楽的な見方・考え方」 

音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，音楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉え，自己

のイメージや感情，生活や文化などと関連付けること 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第４章第４節第４の２，第４章第５節第５の２， 

特支高学習指導要領解説知的教科等編（上） 第２編第２部第５章第４節第５の２）     

 

図画工作科・美術科「造形的な見方・考え方」 

感性や想像力を働かせ，対象や事象を，形や色などの造形的な視点で捉え，自分のイメージをもちな

がら意味や価値をつくりだすこと 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第４章第４節第５の２） 

表現及び鑑賞の活動を通して，よさや美しさなどの価値や心情などを感じる力である感性や想像力を

働かせ，対象や事象を，造形的な視点で捉え，自分としての意味や価値をつくりだすこと 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第４章第５節第６の２，               

特支高学習指導要領解説知的教科等編（下） 第２編第２部第５章第４節第６の２（１）） 

 

体育科・保健体育科「体育の見方・考え方」 

運動やスポーツを，その価値や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視

点から捉え，自分の適性等に応じた「する・みる・支える・知る」の多様な関わり方と関連付けること 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第４章第４節第６の２，第４章，第５節第７の２， 

特支高学習指導要領解説知的教科等編（下） 第２編第２部第５章第４節第７の２（１））   

 

体育科・保健体育科「保健の見方・考え方」 

個人及び社会生活における課題や情報を，健康や安全に関する原則や概念に着目して捉え，疾病等の

リスクの軽減や生活の質の向上，健康を支える環境づくりと関連付けること 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第４章第４節第６の２，第４章第５節第７の２， 

特支高学習指導要領解説知的教科等編（下） 第２編第２部第５章第４節第７の２（１））  

 

職業・家庭科「職業に係る見方・考え方」「生活の営みに係る見方・考え方」 

高等部 職業科「職業に係る見方・考え方」高等部 家庭「生活の営みに係る見方・考え方」 

職業に係る事象を，将来の生き方等の視点で捉え，よりよい職業生活や社会生活を営むための工夫を

行うこと 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 中学部職業分野 第４章第５節第８の３（１）， 

特支高学習指導要領解説知的教科等編（下） 第２編第２部第５章第４節第８の２）    

家庭分野が学習対象としている家族や家庭，衣食住，消費や環境などに係る事象を，健全で豊かな家

庭生活を営む視点で捉え，生涯にわたって自立し共に生きる生活を創造するために，よりよい生活を工

夫すること 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 中学部家庭分野 第４章第５節第８の３（１）） 

家庭科が学習対象としている家族や家庭，衣食住，消費や環境などに係る生活事象を，協力・共同，

健康・快適・安全，生活文化の継承・創造，持続可能な社会の構築等の視点で捉え，生涯にわたって自

立し共に生きる生活を創造できるよう，よりよい生活を営むために工夫すること 

（特支高学習指導要領解説知的教科等編（下） 第２編第２部第５章第４節第９の２） 
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外国語活動・外国語科「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」 

外国語で表現し伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他者との関わりに着目

して捉え，目的・場面・状況等に応じて，情報や自分の考えなどを形成，整理，再構築すること 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第６章第２款２（１）） 

外国語で表現し伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他者との関わりに着目

して捉え，コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理しながら考えなどを形

成し，再構築すること 

（特支小中学習指導要領解説各教科等編 第４章第５節第９２（１），             

特支高学習指導要領解説知的教科等編（下） 第２編第２部第５章第４節第１０の２） 

 

情報「情報に関する科学的な見方・考え方」 

 事象を，情報とその結び付きとして捉え，情報技術の適切かつ効果的な活用（プログラミングやモデ

ル化・シミュレーションを行ったり情報デザインを適用したりすること等）により，新たな情報に再構

成すること 

（特支高学習指導要領解説知的教科等編（下） 第２編第２部第５章第４節第１1 の２） 

 

特別の教科・道徳「道徳科における見方・考え方」 

※小学校又は中学校に準ずる。 

「考え，議論する道徳」を目指す今回の小・中学校学習指導要領の改訂の趣旨に照らして考えると，

道徳科における「深い学び」の鍵となる「見方・考え方」は，今回の改訂で目標に示されている「『様々

な事象を，道徳的諸価値の理解を基に自己との関わりで （広い視野から）多面的・多角的に捉え，自己

の（人間としての）生き方について考えること』であると言える。」 

（幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の 

改善及び必要な方策等について（答申）（中教審第 197 号）平成 28 年）      

 

総合的な学習の時間「探究的な見方・考え方」 

※中学校に準ずる 

各教科等における見方・考え方を総合的に活用して，広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え，実

社会・実生活の課題を探究し，自己の生き方を問い続けるという総合的な学習の時間の特質に応じた見

方・考え方のこと 

（中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編 第２章第２節１（１））                       

※ 高等部については，「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編 第３章第２節１（１）」を参照 

 

特別活動「集団や社会の形成者としての見方・考え方」 

※小学校又は中学校，高等学校に準ずる 

各教科等の見方・考え方を総合的に働かせながら，自己及び集団や社会の問題を捉え，よりよい人間

関係の形成，よりよい集団生活の構築や社会への参画及び自己の実現に向けた実践に結びつけること 

（学習指導要領解説 特別活動編 小学校第２章第１節１（２），中学校第２章第１節１（２），高等学校第２章第１節１（２）） 

 

※ 高等部の「主として専門学科において開設される各教科」については，特別支援学校学習指導要領解説 知的障害者教科等
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          第１章 ○み につけよう！知的障害教育の知識（理論編）           
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A 各学校においては， 

① 児童又は生徒や学校，地域の実態を適切に把握し，教育の目的

や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組

み立てていくこと， 

② 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと， 

③ 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとと

もにその改善を図っていくこと 

などを通して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教

育活動の質の向上を図っていくこと（以下「カリキュラム・マネジ

メント」という。）に努めるものとする。 

④ その際，児童又は生徒に何が身に付いたかという学習の成果を

的確に捉え，第３節の３の（3）のイに示す個別の指導計画の実施

状況の評価と改善を， 教育課程の評価と改善につなげていくよ

う工夫すること。 
（特支小中学習指導要領 第１章第２節４）（特支高学習指導要領 第１章第２節５）を基に作成 

※上記「第３節の３(3)イ」は，特支高学習指導要領では「第２款の３(5)イ」となっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q カリキュラム・マネジメントとは？ 

①，②，③は，全ての学習指導要領に記載されています。④は，特別支援学校

学習指導要領にのみ記載されています。「児童又は生徒に何が身に付いたか」とい

うところがポイントです。 
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